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●自
由
の
肖
像

大
江

一
道

今
か
ら
二
〇
〇
年
前

に
起
こ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
、
お
び
た
だ
し
い
政
治
象
徴
を
と
も
な

っ
た
歴
史

エ
ヴ

エ
ヌ
マ
ソ

的

事

件

で
あ

っ
た
。
そ
の
象
徴
形
式
と
し
て
と
く
に
多
く
用
い
ら
れ
た
の
は
、
「自
由
の
木
」
と

「自
由

の
女
神
」
で
あ
る
。

一
七
九
〇
年
七
月

一
四
日
の
連
盟
祭
に
お
け
る
、
マ
ル
セ
ル
ユ
で
の
場
合

に
は
、
市

の
広
場
の
交
差
点
に
設
け
ら
れ
た

「祖
国
の
祭
壇
」
に

「自
由
の
女
神
」
が
祀
ら
れ
た
。

一
九
八
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
研
究
の
新
し
い
潮
流
は
、
革
命

の
政
治
文
化
に
メ
ス
を
入
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
第

一
線
に
あ
る
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
ニ
ア
大
学
の
リ
ソ

・
ハ
ソ
ト
は
、
フ
ロ
イ
ト
的

「家
族

ブ
ヲ
テ
ル
ニ
テ

ロ
マ
ン
ス
」

の
分
析
方
法
を
用
い
て
、
「
父
(ー1
国
王
)殺
し
」
か
ら

「兄
弟
愛
」

へ
の
交
代
、そ
し
て
父
の

復
活
、
に
政
治
社
会
の
大
転
換
の
意
義
を
鮮
か
に
描
出
し
た
。

こ
の
大
転
換
の
な
か
で
の
図
像

が
、
自
由

の
理
念
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
女
性
を
も

っ
て
表
現
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
深

い
。
現
実
に
は
女
性
の
法
的

権
利
の
確
立
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
フ
ラ
ソ
ス
民
衆
は
、
ミ
シ
ュ
レ
も
言

っ
た
よ
う
に
、
女

性
こ
そ
最
も
民
衆
的
な
存
在
と
み
な
し
て
、
革
命
の
図
豫
に
さ
か
ん
に
女
性
を
登
場
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

民
主
と
自
由
を
か
ち
と
る
た
た
か
い
の
シ
ン
ボ
ル
に
、
最
も
豊
か
な
感
性
に
恵
ま
れ
た
存
在
と
し
て
女

性
を
讃
え
る
こ
と
は
、
以
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
と
な
る
。
ド
ラ
ク

ロ
ワ
然
り
、
ド
ー
ミ
エ
然
り
。
や
が

て
こ
の

「自
由
の
女
神
」
は
、
大
西
洋
を
越
え
て

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
渡
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
中
国
の
青

年
、
学
生
男
女
は
、

一
九
八
九
年
春
、
天
安
門
広
場
に
高

々
と
か
れ
ら
の

「民
主
の
女
神
」
像

を
立
て
た

の
で
あ
る
。
国
家
権
力
が
お
そ
ら
く
粉
砕
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
覚
悟
し
つ
つ
。

(
お
お
え

か
ず
み
ち

・
西
洋
文
化
史
)


